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どなたでも入会できます
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認知症当事者を中心‘こした団体です。

年会費●正会員個人

　　　　

５，０００円

賛助会員（１口） １０，０００円

活動内容・勘靭 坦、枇の情報は

　　

－爾 羅 「 曜日も当会ホームページをご覧ください。

８ 灘霊の人と家族のａ 伽．細酬
〒６０２‐８２２２京都市上京区晴明町８１１‐３岡部ビル２Ｆ

ＴＥＬ（０５０）５３５８‐６５８０ 平日９時～１７時

Ｅメール・０什ｉｃｅ＠ａ－ｚｈｅｉｍｅｒ．ｏｒ．」Ｐ
ｍ／ｅｂ．ｈ仕Ｐｓ：／／ＷＷＷ．ａｌｚｈｅｉｍｅｒ．ｏｒ．」Ｐ

認知症の電話相談（通話無料）平日ｌｏ時～１５時

画面０１２０１２９４－４５６
携帯．スマホからは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０５０‐５３５８‐６５７８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（通話有料）

〈協賛企業〉
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共に生きともに歩もう認知症
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デイサービス「はっぴい」の利用者の皆さんとミカン農家の仕事に汗を流す山中さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　世界アルツハイマーアー
（認知症の日）

高知県の山中しのぶさん（写真右）は、４１歳で若年性アルソハイマー

型認知症の診断。国内外でメッセージを発信し、利用者が働くデイ

サービス「はっぴい」を運営。認知症への理解を深める活動や講演

など、活躍中です。

　　　　　　　　
．係心 国際アルッハイマー病協会提０昌 後援／厚生労働省

世界アルツハイマー月間

　

国際アルツハイマー病協会（ＡＤ－）と１２２の国と地域の加盟団

体が認知症への正しい理解が進むことを目的に世界中で啓発

活動を行っています。日本では当会が中心となり、全国各地で

啓発リーフレットの配布や記念講演会、動画配信などを行って
います。
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また、２０２３年６月に成立した「認知症基本法」では、９月を認

知症月間、９月２１日を認知症の日と定められています。

■熊本県支部
〒８６０‐０８４５

熊本市中央区上通町３‐１５

　

ステラ上通ビル３階
ＴＥＬ／ＦＡＸ（０９６）２２３－５１６４

電話相談

　

熊本県認知症コールセンター
ＴＥＬ（０９６）３５５‐１７５５

相談受付時間

　

９：００～１８：００（毎週水曜定休日）
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認知症 私らしく
仲間とともに
２０２４年１月に「共生社会の実現を推進するため

の認知症基本法」※が施行されました。認知症の

人が尊厳をもち、希望をもって暮らせる社会の

実現に向けて、国の認知症へのこれからの取り

組みをあきらかにした法律です。誰もが認知症

の正しい知識をもち理解することで、偏見や差

別がなくなり、認知症になっても安心して暮ら

せる社会が実現します。

※認知症基本法

　

ｈ廿Ｐｓ＝／／ｗｗｗ．ａｌｚｈｅｉｍｅｒ．ｏｒ．ｊＰ／？Ｐ＝５８１３６

　

認知症の人の声を
ぎ１活かした取り組み

　　

認知症の人や家族が暮らしやすくなる

　　

よう、 認知症の人の声を反映した製品

　　

の開発、 サービスの運用につなげる取

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　 　

　　

が認知症基本法推進の追い風と 脳，
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新しい認知症観へ
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▼認知症をもっと知りたい方へ
● メルマガ「ｍｏｔｔｏｍｏｔｔｏ」（無料）

活動や役立つコンテンツ、イベント
案内等をお届けしています。　　　　　　　ています。
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「何もわからない、 何もできない」 と

いう古い認知症観から、「希望をもっ
て自分らしく生きている」 という新し

い認知症観へ。

「いまを生きる」～人生は続いている～

認知症は、ありのままを「認」め合い、正

し〈「知」ること 、偏見もな〈なる。認知

症と診断を受けても人生は終わりません。
私たちの人生は続いているのです。

（「家族の会」会報ぽ～れぽ～れ７月号／
本人登場より

　

さとうみきさんの声）
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認知症の人とともに

認知症の人を特別視するのではなく、
これまでと変わらず、 でも少しの配慮

をもって接してください。 自分らしく

生きることができる共生社会の実現に
向けて進んでいきましょう。
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全国のつどいや研修会の案内など、様々な
情報を発信中！お友達登録で、Ｌ－ＮＥから
本部電話相談のフリーダイヤルへの接続がで
きます。

　　　　　　　

お申し込みはこちら．

　

　

　　　　

　

マンスリーサポーター募集中！ 認知症の人と家族への
支援をお願いします！


